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この度は私のレポートをダウンロードいただきましてありがとうご

ざいます。 

 

政府肝入りの改革事業の一つである「働き方改革」 

 

皆さんうまく使って自分のライフスタイルを改善していますか？ 

 

フレックス、テレワーク、副業解禁、等々、魅力のある制度改革が

進められています。 

 

この改革に乗り遅れたら損です。 

 

存分に使って自分のライフスタイルを改善していきましょう。 

 

このメルマガでは、働き方改革で改善される制度をご紹介します。 

 

皆さんが利用するためのきっかけとなればと思います。 

 

今回は、「副業解禁の時代が来た！」についてご紹介したいと思い

ます。 
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１．副業は解禁の時代に 

いよいよ日本でも副業が解禁されました。正式に言うと 2018

年に厚生労働省が「モデル就業規則」（会社が就業規則を定め

る際に参考とする国のガイドライン）に「労働者は勤務時間外

において他の会社等の業務に従事することができる」という項

目を追加したのです！ 

 

今までは真逆で「許可なく他の会社等の業務に従事しないこと」

だったのが、一体にどうして解禁に転じたのでしょうか？ 

 

元々、副業禁止の理由としては、本業の会社との時間管理の分

界点が不明確となることや、本業の会社の情報やスキルが流出

することのリスク、などがありますが、最も大きな点は「会社

＝あなたの人生」という考え方が染みついていた事にあると言

えるでしょう。 

 

今はもう大分状況が変わってきているようですが、昔は転職や

離職というと「一族郎党からの破門」という感じでした。あな

たの一生は会社と共にあり、会社があなたを守ってくれる、副

業なんてもってのほかであり、会社から出て行った路頭に迷う

というのが通説でした。 

 

しかし、それは経済成長期までの話。がむしゃらに働けば働い



ただけ見返りが来ていた時代は終わりました。ここ数十年の右

肩下がりの傾向から、会社もあなたをしっかりとは守れなくな

ってきており、給与は横ばい、残業手当はつかない、それどこ

ろか早期退職や解雇通知まで出てくる始末です。 

 

副業・兼業はこれから徐々に解禁されていくでしょう。今の仕

事を続けながら、しっかりと副収入を得るために、あるいは失

業のリスクを少しでも下げるために、などなど個別には由があ

ると思いますが、政府の意図と会社の動向をしっかりと理解し

た上で行動するようにしていきましょう。 

 

２．政府の意図（働き方改革の狙い） 

厚生労働省のホームページを見ると、「副業・兼業の促進に関

するガイドライン」が 2018 年 1 月に制定されています。そこ

には単純に「副業・兼業を希望する者は年々増加傾向にある。

副業・兼業を行う理由は、自分がやりたい仕事であること、ス

キルアップ、資格の活用、十分な収入の確保等さまざまであ

り、、、」としか書かれておりません。 

 

これでは国の狙いがわかりませんね。政府の施策の元をたどっ

ていくと、これは安倍内閣が掲げた『一億総活躍社会の実現』

が元になっています。良く、ニッポンを元気にするために！と

か言って謳われていますよね。 



 

単純に言えば、少子超高齢化社会に向かっていく中で、日本の

労働力人口がこれから右肩下がりになっていき、どうしても現

時点では回復の見込みがないからです。 

 

労働人口が減ると、生産性は上がらず国としての生産性も下が

り国力は衰えていきます。しかも超高齢化社会で、2017 年で

約２．２人で一人の６５歳以上の高齢者を社会保障で支えてい

ますが、２０６５年以降は１．３人で一人を支えていかないと

いけない予測になっているのです！ 

 

出生率も伸び悩み、労働者一人に対して老人一人を支えるよう

な時代がどうしても迫っているような状況です。さらに、日本

は他国に比べて高齢化の度合いが大きく、その割に社会保障負

担は低くなっています。 

 

こうした世界の中で、最も高齢化の進む日本において、労働人

口と生産性を維持するためには、現在の働く世代を柔軟にせざ

るを得ない状況にあると言えるでしょう。 

 

逆に言えば、我々のように現役で働く世代が、自分達のマイン

ドを変えていく必要があるということになります！ 

 



政府も、今の日本の状況にようやく制度で変革を行っていく事

に重い腰を上げてきたということです。しかし、やはり遅い！

遅すぎます！そして、制度の本意が伝わりづらいから、労働者

はとまどい、どう動けばよいかわからず、むしろ今の会社にし

がみつく人もいます。 

 

政府は制度を変えれば仕事をしたというのが常ですが、制度を

どのように使うのが日本にとって最も良いのか？ということを

考えて、実行していかないとせっかくの制度が形骸化してしま

います。 

 

しかしながら、最近では一般庶民もインターネットによって情

報遮断から逃れられる世の中です。統計情報や世界の状況は一

瞬にして出回る中で、日本政府も多くの情報を隠して政府だけ

で国民操作はできない時代です。 

 

こうした時代には個人が自分で状況を判断し、賢く立ち回る必

要があります。むしろ、政府は個人の自由を奪えなくなった今、

個人にその責任を押し付けてきているともいえるでしょう。 

 

いずれにしても、この状況はあなたにとってチャンスであると

言えます。収入だけではなく人生の設計図も含めて、自分なり

に考えて理想のライフスタイルを送るための準備をしましょう。 



 

３．会社の状況 

政府のガイドラインは決まりましたが、実際に影響をもろにう

ける会社は副業・兼業解禁に対しては様々な対応です。 

 

概して、現時点では大手の有名な企業のいくつかは解禁が始ま

っています。しかしながら、2017 年の統計では、まだおよそ

２３％程度の企業しか副業を認めていないとの状況です。 

 

その最も大きな理由として、「職員のダブルワークによる長時

間労働による時間と健康管理」が大きな不安要素としてあるよ

うです。また、次に大きな理由が「情報漏えい」です。会社の

技術や機密が副業によって外に漏れる可能性のリスクが大きい

と懸念しているようです。 

 

また、容認・推進している会社であっても、副業の対象が「個

人のスキルアップにつながるもののみ」であるとか、「会社に

迷惑をかけないこと（これは当たりまえですが）」とか、「業

種を特定する」など情報漏えいなどに配慮した限定条件にして

いるところが多いようです。 

 

但し、会社側も外での経験を個人のスキルアップにつなげて、

今の会社に還元するという考え方が広まってきており、また公



務員の副業・兼業も徐々に許可されてきており、国内でも副

業・兼業の波はこれからも拡大していく可能性はかなり大きい

と言えます。 

 

現時点では、会社側もトライアンドエラーの様相といったとこ

ろでしょうか？ 

 

まさに、それはあなたにとってチャンスであるわけです。 

 

４．どうしたら最適な副業が選択できる？ 

では、実際に副業解禁になって、どのような副業を選んだらい

いのでしょうか？ 

 

それは人によって様々なパターンがあると思います。具体的に

は、以下のカテゴリーに分かれてくるのではないでしょうか？ 

 

・本当にやりたい事をやる人 

・副収入を得たい人 

・趣味としてやりたい人 

・他分野のスキルを得たい人 

 

また、これらの目的はあるものの、実際にどんな副業をしたら

いいのかわからない。あるいは、どんな副業があるのかもわか



らない。という人が多いのではないでしょうか？ 

 

実際に、副業をやるとなると、全く違う業種をやるのは相当な

パワーと勇気がいるのではないでしょうか？ 

 

そうした一からの副業というよりも、既にあなたがこれまで仕

事等で取得したスキルを使った副業が手っ取り早いですね。 

 

本業に関係した情報漏えいが問題となっていますが、よほどの

機密情報でない限りは、全く情報を他社や他人に出さないなん

てことはあり得ませんよね？ 

 

むしろ、出しても良い部分は出して、出してはまずい部分は完

全に密閉するくらいの検討や実施を行ってはいけないのでしょ

うか？ 

 

是非、まずは自分がこれまで得てきた職場経験や個人経験をベ

ースとして考えてみましょう。あなたに何が出来るかというこ

とをメモで書き出してみるのも役に立ちます！ 

 

手っ取り早く言えば、あなたがこれまで学んできた事をベース

に副業を考える事が一番の近道になると思います。 

 



全く経験がなくて初心者同然のあなたが、売り物をつくる、と

いうこと自体が既に難関である場合には、次のネタを作成する

のに相当の時間と手間がかかります。 

 

一番良いのはあなたの今の日常を振り返ってもらい、そこにビ

ジネスチャンスがあることを自らが発見してもらうことです。

自分で新たに探したり、あるいは他人に言われるのでも参考に

はなりますが、あなたが職業を選ぶときに高優先度となるもの

は、あなたの日常に潜んでいる事が多いはずです。 

 

私も、今ブログやメルマガ等で少しづつ副業を始めているので

すが、やはり自分の本業に関連していて、本業に迷惑をかけな

いテーマを選択しています。 

 

あなたにもそうした分野が必ずあるはずです。そこをニッチに

根気よく攻めて行く事で、ビジネスが成り立っていくと思いま

す。やはり一朝一夕には物事はなりませんね。 

 

５．これからの日本の副業 

日本の働き方改革は始まったばかりであることは、既に何度も

述べてきましたが、副業・兼業はその中でも最も日本にとって

はチャレンジングなテーマではないか？と思います。 

 



これまで、ずっと会社＝人生を過ごしてきた多くのサラリーマ

ンにおいて、会社２=浮気というようなイメージもある人も多

いと思います。 

 

そんなイメージに浸っているほど、日本社会の抱える問題は小

さいものではありません。少子化、超高齢化、移民問題、等の

労働人口の問題はすぐそこにまで来ています。 

 

おそらく、若い世代はどんどん副業文化になれていくでしょう。

問題は今の中年以降の世代がどのように変化できるかにかかっ

ているような気もします。 

 

これから働き方改革によって、副業・兼業がますます解禁にな

って試行錯誤の中で広まりをみせていくこの状況がチャンスで

す。制度が出来上がってから、その上に乗るという方法もある

かと思いますが、それだけでは時間もかかります。 

 

きちんとした情報によるインプットをしながら、自分の理想の

ライフスタイルを実現するために頑張っていきましょう。 
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